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鉛ハライド系ペロブスカイト太陽電池は大きな吸収係数や安価かつ簡便に作製できるという特
徴から、新たな薄膜太陽電池材料として近年非常に注目を集めている。現在では光電変換効率は
20%を超えており、これは実用薄膜太陽電池材料であるCIGSにも匹敵する値であることから、実
用化に向けた研究も精力的に行われている。これまで、我々のグループでは主にペロブスカイト
薄膜に対して光学測定を行い、その基礎物性評価を行ってきた [1]。ペロブスカイト薄膜のみを測
定することによって、材料の本質的な光学特性を決定することが可能になる。一方で、太陽電池
としての特性を評価するためには、実際に太陽電池動作している際にペロブスカイト層で何が起
こっているかを調べる必要がある。近年、光電変換過程である電界発光 (EL)の測定を通じて太陽
電池特性を評価する手法が提案され [2]、これを用いて多接合電池を始めとして詳細な議論がなさ
れている [3, 4]。そこで、今回我々は鉛ハライド系ペロブスカイト太陽電池に対して EL測定を行
い、特に試料の経時変化に着目して研究を行った。
試料としては、2段階溶液法によって作製された鉛ハライド系ペロブスカイト (CH3NH3PbI3)層
を有した太陽電池試料を用いた [5]。試料に対しては封止剤などを塗布せず、空気中で測定を行う
ことで試料の経時変化を ELイメージ測定によって評価した。光電変換効率が大きく異なる試料に
対して印加電圧を閾値電圧程度に設定して測定を行ったところ、時間が経つにつれて試料全体の
EL強度が徐々に弱くなっていく様子が観測された。その経時変化は数分のオーダーで起こり、効
率が比較的低い試料の方がより速く強度が減少していくことがわかった。さらに、一度印加電圧
を 0にしてから数十分経った後でも EL強度は回復せず、試料の劣化が不可逆的に起こることが明
らかになった。また、空間的に一様に劣化が起こる試料と、空間的に不均一に劣化が起こる試料
が存在しており、その劣化の均一性は光電変換効率との相関がみられた。講演では、発光 (PL)測
定との比較や、ペロブスカイト層や正孔輸送層を含めた各層における電気的特性を通じて、試料
の経時変化の原因に関して議論する予定である。
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